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コラーゲン、プラセンタなど生物由来有用成分・素材市場の調査を実施 

メタボリックシンドローム、内外美容、関節サポートを訴求した素材の市場が拡大 
  今後有望な新素材市場 
   Ｌ－シトルリン  ２０１２年に２０億円（２００７年の４０倍） 
   エ ラ ス チ ン  ２０１２年に２５億円（２００７年の３.６倍） 
 
 

 総合マーケティングビジネスの株式会社富士経済（東京都中央区日本橋小伝馬町 03-3664-5811 社長 

阿部 界）は、健康食品や化粧品などの原料として使われる生物由来有用成分・素材バルク市場の調査

を実施した。その結果を報告書「２００８年版 生物由来有用成分・素材市場徹底調査」にまとめた。 
 

 この報告書では、生物由来有用成分・素材５０品目のバルク市場についてその市場規模、メーカーシ

ェア、価格動向、有望応用分野などを調査分析し、各バルク市場の方向性を明らかにした。 
 
 

＜調査結果の概要＞ 
 

分  類 ２００７年 ２０１２年予測 伸長率 

植物由来 ４１４億円 ４５１億円 １０９％

キノコ類 ４０億円 ４６億円 １１５％

動物由来・その他 ５７７億円 ７１３億円 １２４％

合  計 １,０３２億円 １,２１０億円 １１７％

                            （四捨五入の関係で合計が一致していません） 

 

 

 生物由来有用成分・素材バルク市場は健康食品市場の拡大とともに成長を続けてきたが、アガリクスの

安全性に関する問題や大豆イソフラボンの摂取目安量の上限値問題などから、２００６年に健康食品市場

が縮小したためこの市場も前年を下回った。さらに厚生労働省による表示に関する規制強化が進むなど市

場環境は厳しくなっている。しかし、特定保健用食品市場の成長や健康食品分野でも「コラーゲン」「アス

タキサンチン」「グルコサミン」などメタボリックシンドローム、内外美容、関節サポートを訴求した素材

の市場が着実に増加し、２００７年は前年比３.８％増の１,０３２億円となった。また、「Ｌ－シトルリン」

「エラスチン」など新しい素材も登場し注目を集めている。高齢者人口の増加、本年４月からスタートす

る特定健診制度の導入により、健康食品を含めた予防分野の商品の需要が拡大するとみられる。 
 

 植物由来素材では、「ブルーベリー」「ウコン」「ニンニク抽出物」が、体感性の良さ、認知度の高さ、馴

染みがあり利用しやすいことから需要を拡大している。メタボリックシンドローム、免疫活性、脳機能改

善、更年期サポート訴求が多くなっている。今後は、表示規制強化が進むことから、訴求する機能を絞り

込み、認知度をいかに高めていくかが各素材における需要拡大の鍵となる。 
 

 動物由来・その他素材では、食薬区分の見直しで食品素材として利用が可能になった「コエンザイムＱ

１０」「α－リポ酸」「Ｌ－カルニチン」が２００３年～２００５年にかけてブームとなり消費者の認知度

が高まった。ブームの収束、健康食品市場全体の縮小により、この市場も縮小したが、根強いリピーター

の存在、医薬品としての安全性の高さと豊富な研究データを背景に業界全体で啓発活動を積極的に進めて

いることから、市場は新たな成長段階に入ると予想される。優れた活性酸素除去能力で注目される「白金

ナノコロイド」や欧米で人気が高く食薬区分改正で登場した新素材の「Ｌ－シトルリン」などへの期待が




